
人口減少に打ち勝つための総合戦略

Ⅰ　活力ある産業をつくる （単位：千円）

No 事業の概要
Ｒ元当初
予算額

Ｒ２当初
予算額

差引

水田を活用した園芸の拡大

66,200 142,934 76,734
(36,200) (112,934) (76,734)

原木需給のアンバランスを解消する新たな製材工場の新設・規模拡大

0 46,290 46,290
(0) (46,290) (46,290)

農林水産業の担い手確保・育成

658,819 682,030 23,211
(325,487) (330,175) (4,688)

新規就業者の安定的な確保に向けた農林大学校の機能強化

0 193,561 193,561
(0) (164,015) (164,015)

注）金額の上段は事業費、下段は一般財源　

4
農林大学校再編拡充事業

　農業・林業における担い手を確保・育成す

るため、令和２年度から農林大学校の教育内

容を充実するとともに、入学定員を増員する

ことに伴い必要となる施設等の整備を実施

　・学生寮の整備・改修

　・ハウス整備　　　　　　　　　など

2
製材力強化事業

　地域ごとに原木の生産・流通・加工をネッ

トワーク化するウッドコンビナートの基盤整

備を支援

　・製材工場の新設や既存工場の規模拡大等

　　を支援

3 多様な担い手確保・育成事業

　　　　　　　　　　　ほか

　農業、林業、漁業就業者を確保・育成する

ため、研修実施、自立支援、資金給付等、各

種施策を総合的に実施

　・担い手不在集落や集落営農の担い手とな

　　る人材の育成・営農開始支援を追加

　・林業新規就業者の資格取得や林業機械操

　　作の技術習得支援を拡充

　・自営漁業者に対する給付金制度を創設

「人口減少対策」に関連した主な施策の

令和２年度当初予算の概要

事項（事業）名

1
水田園芸拠点づくり事業

　水田を活用した園芸の産地化を加速するた

め、新たに水田園芸に取り組む農業者への支

援や拠点産地の計画づくりから本格的な取組

までを支援

　・規模は小さくても、新たに水田園芸に取

    り組む意欲のある農業者の支援を追加
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（単位：千円）

No 事業の概要
Ｒ元当初
予算額

Ｒ２当初
予算額

差引

肉用牛生産の強化と産地の拡大

36,749 102,265 65,516
(36,749) (102,265) (65,516)

県内企業の立地支援制度の要件緩和

3,217,991 3,799,810 581,819
(2,878,670) (3,553,131) (674,461)

中山間地域・離島における県と市町村による共同工業団地の整備

0 0 0
(0) (0) (0)

県内商業・サービス業の県外市場開拓への支援

0 30,000 30,000
(0) (30,000) (30,000)

美肌観光の展開

0 175,839 175,839
(0) (175,839) (175,839)

事項（事業）名

5 しまね和牛生産振興事業

    　　　　　　　　　ほか

　子牛価格や枝肉成績を主要産地レベルまで

向上させることにより、肉用牛の生産拡大を

推進

　・スーパー種雄牛の造成を目指し、超優秀

　　雌牛の導入や、ゲノミック評価（遺伝子

　　解析技術による評価）の本格活用

　・繁殖雌牛の更新促進を拡充

　・公共放牧場等の再整備を追加

6 企業立地助成制度
（企業誘致のための各種助成
事業）

　企業の初期投資の軽減等を行う各種助成制

度により、本県への誘致や既存工場・事業所

の増設等を推進

　・地元企業の増設支援を拡充

7
県・市町村共同工業団地整備
事業

　中山間地域等の産業振興を図るため、県と

市町村が共同して工業団地を整備

8
商業・サービス業県外展開支
援事業

　商業・サービス業の事業者が、県内事業所

の雇用の維持・拡大や付加価値の向上を図る

ため、県外の大消費地など新たな市場の開拓

を目指す取組を支援

9
“美肌県しまね”観光総合対
策事業

　“ご縁”に続く新たなアピールポイントと

して、“美肌”をキーワードに、幅広い年代

の女性をターゲットとした「美肌観光」を推

進

制度拡充による増額はＲ２当初予算では生じな

いため、新規・拡充額合計には含めていない

制度創設による増額はＲ２当初予算では生じない
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Ⅱ　結婚・出産・子育ての希望をかなえる （単位：千円）

No 事業の概要
Ｒ元当初
予算額

Ｒ２当初
予算額

差引

子ども医療費負担の軽減

150,000 150,000 0
(150,000) (150,000) (0)

放課後児童クラブの利用時間延長と待機児童解消の支援

0 56,444 56,444
(0) (51,857) (51,857)

産前・産後のケア対策の充実

0 32,260 32,260
(0) (32,260) (32,260)

不妊治療助成の拡充

131,820 142,871 11,051
(67,311) (78,404) (11,093)

事項（事業）名

10 子ども医療費助成の拡充
（しまね結婚・子育て市町村
交付金）

　現行の「しまね結婚・子育て市町村交付

金」のメニューに、小学６年生までの子ども

医療費助成を追加し、子育て世帯の負担軽減

を促進

11
放課後児童クラブ支援事業

　放課後児童クラブの利用時間延長や待機児

童解消等に向けた支援を拡充し、子育てしや

すい環境整備を推進

　・放課後児童クラブの利用時間の延長等

　・放課後児童クラブ施設受入体制の整備

　・放課後児童支援員の確保・質の向上

12
しまね産前・産後安心サポー
ト事業

　市町村における産前・産後の一時的な育

児・家事援助や産後の専門的なケアの充実を

支援

  ・有償で家事・育児援助を行う市町村を支

　　援

　・支援が必要な産婦などに対し、産後の専

　　門的なケアの充実を推進

13
不妊治療支援事業

　不妊に悩む夫婦の不妊治療への参加を後押

しするため、治療費等の一部を国制度に上乗

せして助成

　・第１子出生後の不妊治療に対する助成回

　　数・助成額を拡充

　・特定不妊治療に関する治療費を助成

574,984 659,187 84,203

全体分

うち拡充分

制度創設による増額はＲ２当初予算では生じない
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Ⅲ　地域を守り、のばす （単位：千円）

No 事業の概要
Ｒ元当初
予算額

Ｒ２当初
予算額

差引

小さな拠点づくりのモデル構築

0 24,032 24,032
(0) (24,032) (24,032)

農林水産業の産地の意欲的な取組の支援

0 180,000 180,000
(0) (180,000) (180,000)

中山間地域・離島のスモール・ビジネスへの支援

29,812 55,777 25,965
(29,812) (55,777) (25,965)

中山間地域・離島における貸オフィス・貸工場整備の支援

0 0 0
(0) (0) (0)

需要増に対応する空港・港湾の機能強化

384,700 429,552 44,852
(6,300) (101,052) (94,752)

事項（事業）名

14 中山間地域総合対策推進事業
（小さな拠点づくり「モデル
　地区」の推進）

　人口規模の小さい複数の公民館エリアが連

携して小さな拠点づくりに取り組む地域をモ

デル地区に選定し、重点的に支援

　・５地区程度のモデル地区を選定し、モデ

　　ル地区推進事業総合補助金による支援を

　　実施

15
産地創生事業

　地域の資源や強みを活かし、一次加工、直

接販売、海外輸出、地産地消等マーケットイ

ンの視点から生産・販売の拡大、担い手の安

定確保を図る産地を支援

16 中山間地域総合対策推進事業
（スモール・ビジネスの推
進）

　「小さな拠点づくり」の推進に加え、中山

間地域・離島における起業や創業、雇用創出

を目指し、豊かな自然環境や特徴ある資源を

活用した事業(スモール・ビジネス)を推進

　・専門家による経営指導や技術指導の実施

　・専門的な講座の実施や個別課題に対する

　　伴走支援

　・商品力向上や認知度向上のための取組に

　　対する助成の実施

　・特産品開発のための栽培実証を実施

17 市町村の遊休施設を活用した
貸オフィス・貸工場整備支援
事業

　中山間地域等における企業立地を推進する

ため、所有する遊休施設を貸オフィス・貸工

場として整備する市町村を支援

18
需要増に対応する空港・港湾
の機能強化分の公共事業

　利用者・貨物量の増加に伴い必要な空港・

港湾施設等の整備を実施

　・出雲縁結び空港：保安施設整備、ターミ

　　ナルビル等整備基本設計

　・隠岐世界ジオパーク空港：ターミナルビ

　　ル拡張、ボーディングブリッジ整備

　・浜田港：臨港道路、上屋整備

制度創設による増額はＲ２当初予算では生じない

公共事業は、別途予算管理しているため、

新規・拡充額合計には含めていない
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Ⅳ　島根を創る人をふやす （単位：千円）

No 事業の概要
Ｒ元当初
予算額

Ｒ２当初
予算額

差引

山陽・関西圏・首都圏の在住者向けのＵターン促進施策の強化

58,362 106,388 48,026
(58,362) (106,388) (48,026)

首都圏の在住者向けのIターン促進施策の強化

16,583 30,407 13,824
(16,583) (30,407) (13,824)

女性一人ひとりの希望を実現する就業や起業等の支援

83,129 162,793 79,664
(73,320) (141,059) (67,739)

事項（事業）名

19 ふるさと島根定住推進事業

　　　　　　　　　　　ほか

　ふるさと島根定住財団を中心に、市町村や

関係団体と連携し、地域別、年代別、性別な

ど属性に応じたＵターン施策を推進

　・Ｕターン関連情報の発信

　・首都圏からのＵターンを促進するため、

　　東京に拠点を設置し移住定住対策を強化

　・短期の就業体験を支援し、Ｕターンを促

　　進

　・県外進学者の県内就職を促進するため、

　　大阪及び広島に支援員を配置

　・県外在住の女子学生と県内企業を結びつ

　　ける就職フェア等を実施

　・県内企業の魅力を紹介する動画を作成

　　し、学生・保護者に情報発信

20
ふるさと島根定住推進事業

　ふるさと島根定住財団を中心に、市町村や

関係団体と連携し、地域別、年代別、性別な

ど属性に応じたＩターン施策を推進

　・Ｉターン関連情報の発信

　・首都圏からのＩターンを促進するため、

　　東京に拠点を設置し移住定住対策を強化

21 しまね女性活躍推進事業

　　　　　　　　　　　ほか

　仕事や地域活動など、あらゆる分野におい

て、女性一人ひとりが本人の希望に応じ個性

や能力を十分発揮しながら活躍できる環境づ

くりなどを進めることで、女性活躍を推進

　・｢休み方｣｢働き方｣の改善を図る中小・小

　　規模事業者などへの奨励金を交付

　・ワンストップの就職相談窓口を拡充

　・起業を望む女性を対象としたセミナーを

　　開催

　・新婚夫婦の家事手帳や男性向けの育児手

　　帳を配布

　・こっころパスポートをデジタル化

　・建設産業のための女性活躍推進員を配置
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（単位：千円）

No 事業の概要
Ｒ元当初
予算額

Ｒ２当初
予算額

差引

県内大学等との連携による県内就職の促進

0 25,426 25,426
(0) (25,426) (25,426)

※Ｒ元、Ｒ２当初予算とも地方創生推進交付金、基金充当等は一般財源として扱っている

22
県内就職に向けた県内大学等
との連携事業

　県内大学と企業、県等がコンソーシアムを

設立し、連携体制を強化することにより、県

内学生の県内就職に向けた取組を支援

　・県内学生と企業の交流会など学生が地元

　　企業を知る機会の創出やインターンシッ

　　プの充実に向けた取組を支援

　・県内大学と企業が連携して教育プログラ

　　ムを構築する取組を支援

※上記予算事業中、制度創設や制度拡充に伴いＲ３以降に効果額が生じる事業については、
　Ｒ２当初予算段階における増減がないため、合計額に含んでいない 新規・拡充額

　合計
1,107,843

※公共事業は別途公共事業総括表を作成し集計を行っているものの内数であるため､新規・
　拡充額の合計額に含んでいない

(1,043,304)

事項（事業）名

- 6 -


